
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高 校 名 (種 別) 高 校 名 (種 別) 

❶宅峰中ほしぞら分校 ❽明蓬館高等学校(SNEC※①、STEC※②) 

❷三池工業高等学校(定時制高校) ❾おおぞら高等学校(通信制高校) 

❸大牟田北高等学校(単位制・フレックス型) ❿星槎国際高等学校(通信制高校) 

❹柳川高等学校(通信制過程) ⓫勇志国際高等学校（通信制高校） 

❺誠修高等学校(通信制過程) ⓬フリースクールサポート校ソフィア 

❻久留米信愛高等学校(通信制過程) ⓭高等専修学校 C&S学院 

❼立花高等学校(通信制過程・単位制)  

協 力 団 体 協 力 団 体 

❶不登校・ひきこもり家族の会“ふきのとう” ❸筑後若者サポートステーション 

❷“ふきのとう”お父さん会 ❹生活支援相談室(学費相談コーナー) 

社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会 

社協事務局通信 
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Information 

＊＊＊ご寄付ありがとうございました＊＊＊ 

【編集後記】 

 気が付いたら佐賀県を制覇していました。だいたいです。よく出かけたなと思います。庭を広げる感覚ですね。熊本
はもう一息。福岡も結構行きましたが、宮崎・大分・長崎の陸地が早いかなと思っています。 
歳をとってからでは遅いこともあり、一度経験しておけば人生の幅や老後の再挑戦につながるかなと…料理・園芸・

釣り・温泉・読書・野球観戦・楽器など。仕事も人生経験の一部。多角的な分野で視点の幅・角度や客観性をくれた多く
の仕事に感謝しています。今一番したいのは図書館通い。旅のお勧めは広島安芸の宮島の裏にある弥山。３０年前に山
頂で食べた穴子弁当、最高でした。                                   （生活支援相談室 久間） 

「三井三池製作所 労働組合青年部 寄付贈呈式」 が行われました 

三井三池製作所 労働組合青年部様より、不登校・ひきこもり支援の４団体へご寄付 

【寄付贈呈式に至った経過】 
三井三池製作所労働組合青年部様からのご寄付につきましては、今回で３回目となります。前々回の令和元年８月

には、ひきこもり支援グループ「８０５０問題実行委員会」「学校へ行かない子を持つ親の会」と子ども食堂の「キッチン

ありあけ」「えるる子ども食堂」の４団体がご寄付をいただきました。前回は、令和４年９月に「認知症カフェ連絡協議会」

「大牟田市老人クラブ連合会」「おもちゃの図書館くるりん」の３団体を推薦し、ご寄付をいただきました。 

 そして今回は、市内の小・中学校で約４００名の児童生徒が不登校状態であることから、市内で不登校 

支援をしている上記の４団体（「ふきのとう」「ぱすてる」「PReIS（ぷれいす）」「あえ～る」）を推薦させ 

ていただきました。 

 

 

 

不登校・ひきこもり 
家族の会「ふきのとう」 オフライン寺子屋「ぱすてる」 

 

PReIS（ぷれいす） 
 

手鎌こどもの居場所 
「あえ～る」実行委員会 

【三井三池製作所 労働組合青年部 永田竜麻副部長様から、寄付にあたってのメッセージ】 
 本日は、貴重なお時間をいただき、誠にありがとうございます。三井三池製作所労働組合青年部副部長の永田と申し

ます。まずは、本日（令和７年９月１８日）、寄付贈呈式開催にあたり、大変なご協力を頂きました大牟田市社会福祉協議

会の皆様に、この場を借りて感謝申し上げます。また各団体（４団体）の皆様におかれましても、平日のお忙しい中、お

集まり頂きまして、誠にありがとうございます。 

 私たちは、三井三池製作所労働組合の中の青年部という組織で、１年間を通じて様々なイベントや活動を行っており

ます。その活動の一つとして、毎年、夏と冬の２度、社内で働く従業員を対象に「愛のかがり火募金」という募金活動を

しています。この募金は、地域の福祉向上と社会貢献を目的としたもので、多くの社員の皆様からの温かいご支援をい

ただいております。 

 本日の寄付も、この「愛のかがり火募金」にお寄せいただいた社員の皆様の善意を、大牟田市社会福祉協議会様のご

推薦により、地域で真に必要とされている活動に活用させていただくものです。「ふきのとう」の皆様には、不登校・ひ

きこもりで悩まれる家族の心の支えとなる活動を、「ぱすてる」「PReIS（ぷれいす）」「あえ～る」の皆様には、子ども達

が安心して過ごせる居場所づくりに取り組んでいただいていると聞いています。 

各々の団体の献身的な姿勢には深く感銘を受けております。私たち、青年部 

のメンバーもいずれは親となり、地域の一員として子どもたちの成長を見守る 

立場になります。皆様の活動は、まさに私たちが目指すべき「支え合う地域社会」 

の実現そのものであり、この寄付がその一助となれば幸いです。そして、子ども 

達の笑顔と家族の皆様の安心のために、そして皆様の素晴らしい活動の継続の 

ために、少しでもお役に立てることを願っております。 

今後とも、私たち労働組合青年部は、会社で働く労働者が、生き生きと働ける 

ように、また、地域貢献活動についても積極的に行っていきたいと考えておりま 

すので、どうぞ、よろしくお願いします。 

 
 
 

第１０回 進路相談会 ～全日制じゃない高校ってどんなとこ？～ を開催しました‼ 

９月１５日、大牟田文化会館小ホールにて、「大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議」主催による「第１０回 進路相談会

～全日制じゃない高校ってどんなとこ？～」を開催しました。高校進学に不安を抱いている人や、全日制高校へ進学した

ものの学校生活に馴染めず中退を選択せざるを得なかった人を対象に、全日制以外（定時制・単位制・通信制・サポート校

など）の学校紹介や個別相談を行いました。当日は、来場者８１名の他、Ｚooｍ配信８名の参加がありました。 

昨今「学びの多様性」として、様々な選択肢があります。一人ひとりの個性や特性に合った学び方や進路、 

学校を見つけるきっかけになればと思います。 

【学校紹介（１３校参加）】 

 

【個別相談会（上記１３校の他、下記４団体）】 

 

学 校 紹 介 （メインステージ） 個 別 相 談 会 （サブ会場） 

【参
加
者
の
声
】 

＊いろんなスタイルで学んでいけることが分かった。 
子どもの現状、希望、将来したいことを総合して考えていきたい。 

＊実際に話を聞いてみることで、高校進学に対する不安が少し軽くなりました。 
じっくり子供と話し合いながら決められたらいいなと思っています。 

＊たくさんの学校が不登校の方や発達障害のある方達へ細やかに配慮した就学内容を 
提供下さっている事が解りました。子供達へ学ぶ機会が沢山有ることを知って欲しい 

 

第２回不登校・ひきこもりサポーター養成講座を開催しました‼ 
９月２４日、「大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議」主催による、「第２回不登校・ひき 

こもりサポーター養成講座」を開催し、受講者３０名と不登校・ひきこもりサポーター７名 
が参加がありました。 
当日は、筑後市社会福祉協議会の卜部善行（うらべよしゆき）さんを講師にお迎えし、

「不登校・ひきこもりの現状及びサポーターの心構えと役割」をテーマにお話いただきま
した。「支援しない支援」をキーワードに、「“ために”から“ともに”」「同じ空気を吸う。た
だ一緒にいるだけ」などのメッセージを、事例を交えて、とても分かりやすく、そして楽
しく伝えていただきました。 
参加者からは、「実際にひきこもりや不登校に対する社会の偏見の目が多く、本人・家 

族を苦しめていると思う。今日の話を少しでも多くの人に伝えていく仕組みを作っていくことが大切」、「“正しさよりも優
しさが大切”、“支援しない支援”というお話しが心に残りました」などの感想が寄せられ、卜部さんの講話で、より不登校や
ひきこもりに対しての理解が深まったのではないかと思っています。 

サポーター養成講座 

※①SNEC…発達障害を持った生徒のための特別支援教育コース 

※②STEC…発達障害自立訓練支援付きの学習センター 



 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者就労・自立支援センター 「たんぽぽ」 から実習に来られました！ 

９月１０日から９月１９日までの７日間、障害者就労・自立支援センタ

ー「たんぽぽ」から実習生２名を受入れており、１０月から始まる「赤い

羽根共同募金運動」に向けた準備作業をお願いしました。 

内容は書類の封入作業を中心に、パソコンでのデータ入力や街頭

募金で配る「ポケットティッシュ」に、大牟田市での募金の使いみちが

分かるチラシや赤い羽根を入れる作業など、細かくとても根気のい

る作業ばかりでしたが、毎日目標を立て、二人で協力しあって、達成

することができました。７日間の実習、本当にお疲れ様でした。 

 

 

 

白銀中学校３年生の生徒さんが、９月１８日と１９日の２日間、職場体験に来てくれました。３，４，５歳児のク

ラスに１２名ずつ入ってもらい、それぞれのクラスでの活動に参加したり、生徒さんたちが作ってきたおもちゃ

の遊び方を子どもたちに説明したあとに、一緒におもちゃで楽しみました。 

持ってきてくれたおもちゃは、夏休みの宿題で作ったものだそうで、一人ひとりしっかり考えて作ってありま

した。チンアナゴの姿をした輪投げや、ペットボトルを使った空気砲、射的などなど、工夫を凝らしたおもちゃ

に、子どもたちは大喜びでした。一緒にご飯を食べたり、お兄ちゃんお姉ちゃんに甘え放題甘えて、お別れの時

は「また来てねー」の大合唱でした。 

 参加した中学生からは、「小さい子たちと遊べて楽しかった」や「とても貴重な体験ができました」などの感想

が聞かれました。たった１日の体験でしたが、学校では学べない、とても良い思い出になったと思います。 

 

 

 

 

 

９月１７日、駛馬校区にて「キャロットサービス協力会員登録説明会」を開催し、地域から９名の方にご参加い

ただきました。キャロットサービスとは、住民が主体となって支え合う「住民参加型の在宅福祉サービス」で、身

近な生活の困りごとを助け合うサービスです。 

当日は、サービスの仕組みや活動の流れについて詳しく説明し、地域の中でどういった方が活用されている

のか、どういった方がお手伝いされているのかなどを紹介しました。参加者の皆さんは、熱心に耳を傾けられ、

福祉への関心の高さが感じられました。アンケートでは「自分にもできることがありそう」との声も寄せられ、協

力への意欲も伺えました。 

今後も各校区にてキャロットサービス説明会を行い、協力会員を増やして 

いけるよう取り組んでまいります。地域の皆さまのご理解とご協力をよろし 

くお願いいたします。 

 

※１１月１１日から「市民サポーター養成講座」を行います。 

協力会員にご興味がある方は、右記の二次元コードを読み取 

っていただき、講座受講のお申込みをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

キャロットサービス協力会員登録説明会を開催しました！ 令和７年度 赤い羽根共同募金運動が始まります 

 白銀中学校の保育体験学習がありました 

４市社協合同 南筑後地区災害ボランティアセンター研修会を開催しました 

 
９月７日、みやま市総合福祉センターMIYAMAX にて、八女市、柳

川市、みやま市、大牟田市の４市社協が合同で「南筑後地区災害ボラ

ンティアセンター研修会」を開催しました。 

研修会の前半では、福岡県社会福祉協議会 災害福祉支援センター

の藤本博昭所長から、災害ボランティアセンターの使命と役割につい

て学び、後半には、各市から参加された様々な団体（防災士会、商工

会、労働組合、NPO 法人等）が、「各々が災害時にできること」につい

て、数班に分かれて、ワークショップを行いました。 

大牟田市からは、大牟田市社会福祉法人公益活動協議会加盟の

あけぼの会様、大牟田青年会議所様、連合福岡南筑後地域協議会

様、ＮＰＯ法人つなぎ teおおむた様に参加いただきました。 

毎年行われる合同研修会を通じて、顔の見える関係を築き、いつ

起こるか分からない災害のための備えとして、災害時に即実行で

き、スムーズに連携・協働できるように精進していきます。 

 加えて、日頃より、防災・減災対策等についても備えていきます。 

 

平素より共同募金運動にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

今年も「この羽根で しあわせつながる 助け合い」をキャッチフレーズとして、１０月１日から１２月３１日の３ヵ月

間「赤い羽根共同募金運動」、１２月１日から１２月３１日の１ヵ月間「歳末たすけあい募金運動」が、全国一斉に始ま

ります。 

この運動は、今年で、７９回目を迎え、長きにわたり、「大牟田のまちをよくする」ため、役立てられています。 

具体的には、地域における福祉活動をはじめ、市内の福祉教育推進校・福祉団体・ボランティア団体・ＮＰＯ法人

などの活動費として幅広く活用されています。 

また、災害時のボランティア活動を支援するための災害ボランティアセンター設置にも活用されています。 

時代の流れとともに、地域社会を取り巻く環境は大きく変容し、子ども・地域食堂、ふれあいサロン活動、ひきこ

もり、生活困窮者などの支援に活用されるようになり、多様化する福祉ニーズに対応しています。支援のあり方は

昔と今では大きく変わっていますが、困っている人たちを「おたがいさま」の気持ちで、たすけあ 

うという精神は昔も今も変わりありません。そして、支援された人が、いつしか、支援する側に、 

という循環こそが、共同募金の願いです。 

令和７年度も積極的に運動を推進してまいりますので、皆様のご理解、ご協力を賜りますよう、どうぞ、よろしく

お願い申し上げます。 

福岡県共同募金会大牟田市支会  会長 井上 信弘 

ジャー坊防災ボトル 
1,０００円以上 
（残りわずか） 

ジャー坊トートバック 
５００円以上 

 
拡大図 

共同募金 大牟田 オリジナル資材 
 


